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花を咲かせない植物が、今おもしろい！！

福澤 秀哉
京都大学大学院生命科学研究科
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一般に“植物は花を咲かせ、実をつけ、

中のタネで次の世代に命をつなげてい

く”と考えられているようですが、実は植

物の中には、そうではないものがたくさん

いるのです。私たちは花をつけない植

物に着目して、植物の進化の歴史の謎

に迫ろうとしています。

およそ46億年の地球の歴史において、

植物と同じように光合成を行うバクテリ

アであるラン藻は約30億年前、植物プ

ランクトンは約15億年前にそれぞれ地

球上に現れたと考えられています。おも

しろいことに、私たちが普段よく目にす

る陸上植物が誕生したのは約5億年前

で、花をつける植物が最初に誕生した

のは1～2億年前であると考えられていま

す。つまり、花をつけない植物の歴史の

方が長いのです。私たちは、花をつけな

い植物（ラン藻、クラミドモナス、ボル

ボックス、ゼニゴケ）と花をつける植物

（シロイヌナズナ）のゲノム情報を比較す

ることによって、単細胞から多細胞への

進化や植物の陸上化、更に花をつける

に至った過程において常に必要であっ

た遺伝子や、あるいはそれぞれの進化

段階において新たに必要となった遺伝

子が何なのかを知ることができます。

体質はどのように決まるのか？
―マウス研究からの挑戦―

城石 俊彦
国立遺伝学研究所系統生物研究センター
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マウスはヒトの研究に欠かせない哺乳

類のモデル動物です。マウスには、ヒト

のさまざまな体質の違いや病気の症状

によく似た特徴を持つ、「系統」とよば

れる種類がたくさん存在しています。病

気の「かかりやすさ」や「体質」の違い

などの遺伝要因の多くは、SNP（スニッ

プ）と呼ばれる1塩基の違いをはじめと

したゲノム上のわずかな違いに原因が

あるといわれています。マウスの系統の

色々な特徴の違いもSNPの組み合わ

せによって決まっていると考えられていま

す。私たちは、標準的な実験用マウス

系統と亜種レベルの違いを持つ日本産

の野生マウス由来の系統から、大規模

にSNPの収集を行っています。また、日

本産野生マウス由来系統を利用した

「新しい系統」の作出も行っています。

これらを組み合わせて解析することで、

病気の「かかりやすさ」や「体質」の違

いが生まれる仕組みを解明しようとして

います。

動物に最も近縁な単細胞生物：立襟鞭毛虫

岩部 直之／藤 博幸／隈 啓一
京都大学大学院理学研究科／九州大学生体防御医学研究所／国立情報学研究所
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すべての生物は細胞からできています。

パンコウボ（イースト）やゾウリムシのよ

うに1個の細胞からなる生物を、単細胞

生物とよびます。一方、私たちヒトのよ

うに60兆個もの細胞からなる生物もい

ます。このような複数の細胞からなる生

物を、多細胞生物とよびます。鳥や昆

虫などのいきもの（これらを「動物」とよ

びます）、アサガオなどの植物、シイタ

ケなどのキノコ類（菌類）は多細胞生物

です。生物の進化（生命の長い歴史）

のある時期に、単細胞生物から多細胞

生物が現れたと考えられていますが、い

つごろ、どのように多細胞生物が現れ

たのか、まだよくわかっていません。けれ

ども、動物、植物、菌類のそれぞれで、

独自に単細胞から多細胞になったのだ

と考えられています。私たちは、動物に

最も近い「親戚」だと考えられている単

細胞生物、立襟鞭毛虫（たてえりべん

もうちゅう）の「ゲノム」上にある遺伝子

を調べることによって、動物の祖先がど

のように多細胞になったのか、その手が

かりを探ろうとしています。この展示で

は、多細胞生物の出現についての解説

を行うとともに、立襟鞭毛虫の一種

Monosiga ovata（モノシガ・オバータ）を

ご紹介します。

インベーダーから身を守れ！
―比較ゲノム研究から見えてきた生体防御のあれこれ―

笠原 正典
北海道大学大学院医学研究科
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私たちはインベーダーとも呼ぶべき病原

体に常にさらされています。しかし、私た

ちのからだには適応免疫系と呼ばれる

迎撃システムが備わっています。適応免

疫系では、襲ってくる病原体が個別に

認識され、排除されます。病原体と直

接結合する抗原レセプターは、遺伝子

の再構成によって多様性を創出し、こ

れによって病原体を個別に認識するの

です。これまで、このような抗原レセプ

ターは顎を持つ脊椎動物（魚類～哺乳

類）でしか同定されていませんでした。と

ころが最近の研究から、より原始的な

脊椎動物である無顎類（ヤツメウナギと

メクラウナギ）にも遺伝子の再構成を行

なう抗原レセプターがあることが分かり

ました。無顎類の抗原レセプターは、

私たちのもつ抗原レセプターとは構造が

まったく異なっています。おそらく、無顎

類の祖先は独自にこの抗原レセプター

を獲得したのでしょう。現代の免疫ゲノ

ム研究がもたらした発見はこれだけにと

どまりません。今回の発表では、私た

ちが研究対象としている無顎類を中心

として、最近注目されている様々な生物

の生体防御戦略について紹介します。

（図1）生物の進化系統樹と免
疫系の進化・多様性

（図2）無顎類

河内 孝之、大和 勝幸共同研究者

（図1）立襟鞭毛虫の一種Monosiga ovataの模式図
と顕微鏡写真

（図2）立襟鞭毛虫の系統的位置と動物の多細胞化


